
申請事業名：自動車廃材を利用したバリアフリービーチでの海洋体験機会創出（海と日本2023) 申請団体名：(一社）ドリームやまがた里山プロジェクト

2023年度実施内容のまとめ

①参加者増のため海水浴シーズン中の開催を多くする必要あり。

②マスコミや行政の広報紙掲載等、パブ広報の可能性の検討要。

③村上市の協力・連携に難あり、事業への理解不足を実感した。

2023年度

課題点

①一般体験者を増やすため、海水浴シーズンの週末開催を増やす

②イベント直前ではなく、年度当初から密に連絡を取り合い備える。

③地元団体と協働で、村上市役所への連携強化を推進する。

2024年度

改善点

量的成果（事業の拡がり）

①
バリアフリービーチイベント7回、海の安全講習3回開催、計850余名、海ゴミ

清掃2回、計355余名（ゴミ袋230余、流木約180kg）でした。

②
7月29日開催のイベントにはTV２局、新聞２社で露出、その他、事前広報

パブとして山形放送ラジオ「オーレオーレ（土）」「庄司紗千の夕暮れチョコ

レート（（月～木）」両番組内でイベントが紹介された

③
一昨年より関係機関に働きかけていた県外への事業啓発、本年新潟県村上

市で開催、地元新聞、新潟テレビ２１へ露出、新たな火種をともした。

質的成果（次なる展開への芽）

②
テレビやラジオに出演しているパーソナリティをイベントに招致し、事前パブ広報

や事後の追いパブ広報で事業の県民への周知を促進する方法が見えた。

③
初の県外開催の村上市、地元新聞・テレビ新潟でのニュース報道もあり、地

元の協働団体を増やし、地元行政との連携を。

目的
・山形発のバリアフリービーチ・ユニバーサルビーチiのさらなる啓発・啓蒙事業を実施する。・社会的弱者と健常者が海の楽しさを共有する共生
社会を創出する。・視覚、身体、知的障がい等それぞれの障がい者にあった海を楽しむ機会を創出し健常者と共有し共生社会の新たな継承
モデルとする。・各エリアで実施する事業の自立化、自走化を促進するため、エリアの行政や実施団体との連携を構築する。

目標
・山形県庄内エリアにて障がい者と健常者が共に体験、楽しめる海水浴場を創出し共生社会の醸成に寄与する。
・当該２市１町との連携を核として山形市、各福祉団体他、関係機関と密な連携を構築、県内外へ事業の啓発を推進する。
・事業に参加する社会的弱者の現状を把握し、それぞれに合わせ、より海を楽しめる施策を検討し実践、新たなモデルを構築する。

実施①

海や川で水難事故が多発しており、自動車の廃材リサイクルライフジャ

ケットを使いライフセーバーを講師に事故防止啓発事業を実施した。

実施②

障がい者と健常者が一緒にマリンアクティビティを楽しむ等、海洋体験の機会を創出し、

共生社会を促進するため、バリアフリービーチイベントを企画し実施した。

①
全国脊髄損傷者連合会山形県支部の事務局がイベント視察に訪れ来年

度の新しい協働組織として、さらなる県内への広がりが期待できる。



報告資料➀

順番を待ちきれない参加者

カヤックレクチャー

人工呼吸器を装着している
障がい者とご家族

海水浴客用体験受付設置、事業＆共生社会PR

車イスのまま海へ漕ぎ出す、
気分は最高と参加者

水陸両用車いすビーチスターで海へ

車イスのままスロープで会場へ



報告資料②

バリアフリービーチイベント初の県外開催「新潟県村上市」2023.8.23

ゴミゼロウイーク海岸清掃
＜鶴岡市鼠ヶ関海水浴場・酒田市浜中海水浴場＞

アンケート回収促進配布物作成（イベント時に参加者に配布）

開催全イベント分（１０回）QRコードに変換し参加者
員に配布、アンケート協力を依頼した。

イベント開催広報
ポスター&チラシ



報告資料（広報活動）

鶴岡市役所温海庁舎へ掲示

あつみ観光協会
へ掲示

JR鼠ヶ関駅待合室へ掲示
JRあつみ温泉駅待合室へ掲示

寒河江市の後援により市内
施設へも広報

マックスバリュー店内に
ポスター・チラシ設置

水難事故防止啓発事業広報



メディア露出

テレビ露出

◇海ゴミ清掃総参加者数約355名 （2ケ所）

◇ごみの総重量約230袋、流木関係約180Kg

◇海の安全啓発事業総参加者数173名 （3回開催）

◇バリアフリービーチイベント総参加者約678名（7回開催）

◇TV放送回数 計3回（エリア局）

◇新聞掲載回数 計3社5回

◇パブ（山形放送ラジオ）２回

◇WEB掲載 計33回

各メディア露出

エリア 日付 媒体名

山形県 7月29日 山形テレビ「YTSニュース」

山形県 7月29日 テレビユー山形「Nスタやまがた」

新潟県 8月23日 新潟テレビ21「スーパーJにいがた」

山形テレビ 新潟テレビ２１

テレビユー山形



新聞露出➀

日付 媒体名 テーマ

6月３日 荘内日報 総会（２０２３年度事業計画）

８月１日 山形新聞 バリアフリービーチイベント

８月１日 荘内日報 バリアフリービーチイベント

８月９日 荘内日報 海の安全体験企画イベント

９月２日 村上新聞 バリアフリービーチイベント（新潟県）

山形新聞８月１日掲載

荘内日報８月１日掲載



新聞露出②

荘内日報６月３日掲載
（里山P総会）

荘内日報８月９日掲載
（海の安全啓発）

村上新聞９月２日掲載



参加者の声参加者や保護者からの声

参加障がい者の皆様や施設スタッフの方等か
ら御礼状や思い出の絵等、また視覚障がい者
の方からは音声メッセージも頂きました。



参加者の声参加者や保護者からの声②



協働・協賛・後援いただいた行政、団体等（２０２０年～２０２３年）

教育機関等
山形大学農学部
東北公益文科大学
鶴岡工業高等専門学校
山形県立鶴岡北高等学校
鶴岡市立鼠ヶ関小学校
ねずがせき子供育成会
北月山アドベンチャークラブ

行政・自治体等
国土交通省東北地方整備局月山ダム管理所
海上保安庁酒田海上保安部
山形県・山形県庄内総合支庁
山形県港湾事務所
山形市 ・ 鶴岡市 ・ 鶴岡市温海庁舎 ・ 酒田市
寒河江市 ・ 遊佐町 ・ 庄内町 ・ 山辺町

各種団体等（地域別）
＜山形市＞
山形県身体障がい者福祉協会
山形県障がい者スポーツ協会
山形県社会就労センター協議会
山形県地球温暖化防止活動支援センター
(公社)全国脊髄損傷者連合会山形県支部
NPO法人 YAMAGATA１
社会福祉法人 ほのぼの会「わたしの会社」

＜酒田市＞
NPO法人 庄内海浜美化ボランティア
NPO法人 元気天国
放課後等デイサービス事業所ならはし
多機能事業所Ohara
＜鶴岡市＞
鼠ヶ関自治会
あつみ観光協会 ・ あつみ観光協会鼠ヶ関支部
放課後ディサービスみんなのそら・みんなの虹
＜寒河江市＞
NPO法人 ぽけっとぴーす
児童発達支援のびのび保育園
NPO法人 らっふる
＜南陽市＞
(一社)山形バリアフリー観光ツアーセンター
＜天童市＞
NPO法人 しん
＜飽海郡遊佐町＞
ビーチボーイズ（合社）遊佐ライフガード
＜東村山郡山辺町＞
NPO法人 輝色
＜西村山郡河北町＞
福祉タクシー（キャン）
＜新潟県村上市＞
就労継続支援CROSSWALK
放課後等デイサービスおひさま
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